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・大津波警報発令後、学校教育課長から指示。

「・・・そこまでしなければいけないの」

帰宅後、親子で海岸へ津波を見に行った。

「なぜ逃げなかったのか？」

「今まで８０年生きてきて、そんな津波は見た

ことがないから」

自然災害に対する意識の低さ

台風１２号は、動きが遅く、記録的な大雨をも
たらした。

本宮地域では、2日間で1000㎜を超える雨量

となり、和歌山県南部での観測史上最大の雨
量。

がけ崩れによる道路の損壊 （田辺市龍神村）

山崩れによる国道３１１号の損壊
（田辺市中辺路町滝尻）

山崩れによる家屋全壊 （田辺市伏菟野地区）



・人的被害
死者８人、行方不明１人
・家屋被害
全壊９０戸、半壊２３３戸、床上浸水３３５戸、床下浸水２９０戸

【避難の状況】
・９月４日のピーク時 ４６８世帯１,０５１人が市内各所 の避難
施設（全数１９０：学校３８）に避難

・熊野地区の土砂ダム‥警戒区域として１２月３日までの３か月
間避難生活（１９世帯２９人）

・伏菟野地区‥伏菟野小学校を避難施設として使用（仮設住宅
が建設される１０月末までの２か月間、教室を開放。）

・小学校２７校、中学校１４校、計４１校に防災教
育担当者を設置。

＜組織＞

沿岸部ブロック １１校

中山間部ブロック １０校

山間部ブロック ２０校

田辺市防災教育担当者会の取組（Ｈ２５～）
平成２５年度
・津波防災シンポジウムの開催
・防災教育実践集録の作成
平成２６年度
・「田辺市防災教育の手引き」づくり
平成２７年度
・「田辺市防災教育手引き」完成
・研究授業の実施
平成２８年度
・「手引き」活用授業の交流
・研究授業

防災教育担当者会

各ブロックごとに作成
小学校 低学年・中学年・高学年
中学校 １年生・２年生・３年生

・各学期に１時間の指導案を掲載（全５６時間）
・改善指導案がファイリングできる 各ブロックごとに行った研究授業を１０分間のダイジェスト版

にまとめ、全体会で視聴し交流を行った。




